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「どぶろく歌瀬」優秀賞獲得
体育大会開催
18歳。だから、投票に行く（熊本県合同特集）
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　写真は蘇陽地区花上の茶園です。
　眩しいと感じるほどに新緑が輝き、そよ風にゆられ
てさわやかなお茶の香りが鼻を通り、なんだか気持ち
がホッと落ち着きました。
　今月号はまちの話題に献茶祭など掲載していますの
で、茶園を表紙にしました。（詳細はp13）
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町長室から　工藤  秀一
　

本
町
は
、
古
く
か
ら
自
然
環
境
に
生
か
さ
れ

る
か
た
ち
で
農
耕
を
中
心
と
し
た
生
活
を
営
み
、

人
々
が
協
力
し
合
い
、
巧
み
に
水
を
導
き
経
営

の
安
定
を
図
る
な
ど
、
協
同
の
精
神
を
尊
ぶ
心

豊
か
な
地
域
社
会
を
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。

商
工
業
に
お
い
て
も
、
周
辺
農
村
と
共
に
生
き

る
と
い
う
信
念
の
も
と
に
商
圏
を
確
か
な
も
の

と
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
穏
や
か
な
町
を
、
４
月
14
日
、
16
日
と

連
続
し
て
襲
っ
た
震
度
５
強
、
６
弱
の
未
曾
有

の
大
地
震
は
、
生
活
の
基
盤
と
な
る
住
ま
い
、

店
舗
、
農
地
な
ど
に
深
い
傷
跡
を
残
し
ま
し
た
。

ま
た
主
要
道
路
の
寸
断
、
飲
料
水
の
断
水
や
濁

り
、
長
引
く
停
電
な
ど
交
通
機
関
や
イ
ン
フ
ラ

に
も
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
、
周
辺
市
町
村
の
被
害

の
甚
大
さ
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
地
域
経
済
の

先
行
き
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

　

４
０
０
年
前
に
も
今
回
と
よ
く
似
た
地
震
が

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。（
１
６
１
９

年
の
地
震
で
は
、
八
代
の
麦
島
城
と
城
下
町
が

一
瞬
に
し
て
倒
壊
・
壊
滅
し
た
と
言
わ
れ
て
い

る
）
そ
の
当
時
の
矢
部
郷
の
中
心
で
あ
っ
た
「
浜

町
」
も
、
か
な
り
の
被
害
が
あ
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
１
７
０
０
年
に
は
藩
へ
新
た
な

町
筋
を
つ
く
る
こ
と
を
願
い
出
、
１
７
０
２
年

に
は
現
在
の
新
町
通
り
が
で
き
て
い
ま
す
。
そ

の
記
録
か
ら
「
復
興
」
を
超
え
る
大
き
な
発
展

が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。

　

そ
の
頃
と
は
生
活
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
の
で
、
地
震
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
の
質
・

量
共
に
異
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
社
会
が
自
然
の
恵
み
の
上
に
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
、
そ
こ
に
住
む
人
々
が
共
に
協
力

し
て
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
今
も
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
震
災
で
、
自
然
の
恵
み
と
脅
威
、
生

と
死
、
順
境
と
逆
境
を
経
験
し
て
、
ご
く
当
た

り
前
の
日
常
が
、
ど
れ
ほ
ど
あ
り
が
た
く
思
え

た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

あ
ら
た
め
て
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
対
し
ま

し
て
、
心
か
ら
、
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

震
災
直
後
か
ら
自
衛
隊
の
皆
様
に
よ
る
給
水
・

入
浴
支
援
、
国
・
県
の
機
関
か
ら
の
人
的
支
援
、

全
国
の
自
治
体
か
ら
の
救
援
物
資
の
提
供
や
職

員
派
遣
、
さ
ら
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
復
興
支
援
と
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
支
援

を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
も
な
お
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方

も
お
ら
れ
ま
す
が
、
最
大
で
2
千
人
以
上
の
避

難
者
を
数
え
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
が
譲
り
合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
の
避
難
所

生
活
を
見
ま
し
た
と
き
、
胸
が
熱
く
な
る
と
同

時
に
、
こ
の
町
の
協
同
の
精
神
を
見
た
思
い
が

し
ま
し
た
。
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

震
災
の
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て
は
、
応
急
的

な
工
事
を
取
り
入
れ
る
な
ど
し
て
速
や
か
に
機

能
的
な
回
復
か
ら
急
ぎ
ま
す
。
そ
し
て
被
災
さ

れ
た
方
々
が
次
の
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
施
策
を
、

確
実
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
町
の
全
て
の
皆
様
、
応
援
を
し
て
頂
い

て
い
る
全
国
の
皆
様
か
ら
の
ご
厚
情
に
応
え
る

た
め
に
も
、
力
と
心
を
合
わ
せ
て
一
日
も
早
い

復
旧
・
復
興
を
成
し
遂
げ
て
い
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

加藤 典子 さん
鶴ケ田
33歳　就農 10年

頑張る“わきゃもん”～山都町の明日を担う農業者にお話を聞きました～
　父、母と共に夏秋野菜の大玉トマトを作っています。トマトの
定植までの準備から収穫終了まで大変ですが、日々、試行錯誤し
ながら頑張っています。
　これらかは、年間を通して収入・収量を得られるように、また、
より多くの方に安心して食べていただけるような作物を作ってい
きたいと思います。
　また、課題や問題点もあるので、改善してやっていきたいと思
います。

☆兼瀬　洋一  委員より一言
　当地区において、数少ない女性の後継者として、親子 3人で野
菜作りに頑張っておられます。
　よきパートナーを募集中です。

矢部高等学校応援プロジェクト

　町では、矢部高等学校の更なる活性化のため、各種プロジェクトに取り組んで
います。その一環として、町内外から多くの生徒を受け入れる態勢を整えるため、
今回下宿及び食事の提供ができる方を募集いたします。
　応募される方は、ぜひお電話ください。お待ちしております。

【募集の対象となるご家庭】
　１　下宿（食事付き）ができる方
　２　下宿はできないが、食事の提供ができる方
　３　部屋（家）のみの提供ができる方

【応募先】
　山都町教育委員会　生涯学習課　　℡ 72-0443

　下宿及び食事の提供などが
　　　できる方を募集します。
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い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
、
結
婚
相
談
員
の
佐
藤

で
す
。
４
月
14
日
に
発
生
し

た
熊
本
地
震
、
人
生
の
中
で

あ
れ
ほ
ど
自
然
の
驚
異
を
知

ら
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ

た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
山
都
町
で
婚
活
事
業

（
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
）が
始
ま
っ

て
10
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

前
回
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を

言
い
ま
し
た
が
、
男
性
に
こ
ち

ら
か
ら
話
を
持
ち
か
け
て
も
、

｢

我
が
家
の
仕
事
が
多
忙
‥
勤

め
の
関
係
で
今
は
‥｣

と
答
え

が
返
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。
で
も
、
適
齢
期
の

男
性
諸
君
、
今
一
度
大
き
く

目
を
あ
け
て
、
今
大
事
な
こ

と
は
何
か
・
・
そ
れ
か
ら
仕

事
の
こ
と
を
考
え
て
も
遅
く

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
一
度

で
も
い
い
で
す
か
ら
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

・問い合わせ先
YOU&YOU事務局（役場　山の都創造課）
　山本・𠮷田
【専用電話】
　090-9565-9589
【専用アドレス】
　marriage.support@town.kumamoto-yamato.lg.jp
【専用アドレス携帯】
　you_and_you.@docomo.ne.jp

佐藤 敬二  相談員（小中竹）
TEL：82-2519
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全国どぶろくコンテスト淡麗の部で
優秀賞を獲得優秀賞を獲得

　3月11日、新潟県上越市で開催された、第11回全国どぶろく研究大会で優秀賞を獲得されまし　3月11日、新潟県上越市で開催された、第11回全国どぶろく研究大会で優秀賞を獲得されまし
た。全国のどぶろくの製造者が一堂に会し、製造の状況、活用方法、地域への波及効果などについてた。全国のどぶろくの製造者が一堂に会し、製造の状況、活用方法、地域への波及効果などについて
意見交換して地域の活発化を図ろうと、平成18年から開催されています。意見交換して地域の活発化を図ろうと、平成18年から開催されています。
　その研究大会の中で行われるどぶろくコンテストで、97銘柄の中から歌瀬キャンプ場（菅尾）の　その研究大会の中で行われるどぶろくコンテストで、97銘柄の中から歌瀬キャンプ場（菅尾）の
「どぶろく歌瀬」が「淡麗の部」で優秀賞を獲得しました。「どぶろく歌瀬」が「淡麗の部」で優秀賞を獲得しました。
　今回で、「どぶろく歌瀬」は優秀賞4回、入賞3回とコンテスト上位常連です。　今回で、「どぶろく歌瀬」は優秀賞4回、入賞3回とコンテスト上位常連です。
　第5回コンテストから欠かさず上位に名を連ねていますが、「どぶろく歌瀬」をつくる興梠妙子さ　第5回コンテストから欠かさず上位に名を連ねていますが、「どぶろく歌瀬」をつくる興梠妙子さ
んは「どぶろくは温度調節がものすごく大変。同じ味を作り出そうとしているけど、できそうでできんは「どぶろくは温度調節がものすごく大変。同じ味を作り出そうとしているけど、できそうででき
ない。」とおっしゃいました。ない。」とおっしゃいました。

（写真）「どぶろく歌瀬」、「どぶろく歌瀬『華』」を作る興梠妙子さん（左）、公治さん（右）（写真）「どぶろく歌瀬」、「どぶろく歌瀬『華』」を作る興梠妙子さん（左）、公治さん（右）

町内の中学校で体育大会開催
　５月に町内の中学校で体育大会が開催されました。今年は地震の影響もあり練習期間が大変短い中でしたが、クラス
対抗リレーやダンス・マスゲームなど練習の成果を十分に発揮しました。

清和中学校清和中学校　団結！　～見せつけろ 清和魂～　団結！　～見せつけろ 清和魂～

矢部中学校矢部中学校　懸命　～仲間と共に　前を向いて～　懸命　～仲間と共に　前を向いて～

頑張るけん熊本頑張るけん熊本

ぜつみょ
～な

ぜつみょ
～な

バランス
！

バランス
！

親子で親子で
デカデカパンリレーパンリレー

「オレたちミスター蘇陽！」「オレたちミスター蘇陽！」

「いち・に・いち・に！」「いち・に・いち・に！」

さいごはみんなで蘇陽音頭さいごはみんなで蘇陽音頭

意気のそろった応援合戦意気のそろった応援合戦

山都魂あ
ふれるソ

ーラン節

山都魂あ
ふれるソ

ーラン節

「がんばれ
ーっ！」

「がんばれ
ーっ！」

蘇陽中学校蘇陽中学校　全進　～「チーム蘇陽の底力」～　全進　～「チーム蘇陽の底力」～
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山都町の名木【第 11回】
目射のタブノキ
〔樹種〕クスノキ科

　阿蘇南外輪山を望む「目
め

射
いらる

」という興味
深い地名の由来がある集落に、「目射のタブ」
と親しまれているタブノキがあります。タ
ブノキは、日本の常緑広葉樹を代表する樹
種で、目射のタブのように高冷地にあるも
のは、比較的珍しいとのことです。樹齢は、
400年以上と推定され、当初は 1本であっ
たものを途中で伐採され、株立ちした状態
で再び成長したことにより、現在のような
見事な樹形になっています。
　タブノキは、古代より樹霊信仰の対象とされてきたという説もあり、実際にお堂や祠などのそばに植
えられることから、比較的管理が行き届いている例が多く、県内でも複数のタブノキの名木が知られて
います。目射のタブがある位置は、北側へ派生する尾根上の先端で非常に見通しも良く、地元でも「経塚」
と呼ばれており、何らか神聖視されていた場所であったことがうかがえます。
　目射の地名由来と併せて、地域の歴史を物語る何かを秘めた隠れた名木と言えるでしょう。

〔参考文献〕
　1996 平井 信二『木の大百科－解説編－』朝倉書店
　2006 倉岡 良友『郷土を歩く－清和地区－』山都町教育委員会 編
　2010 九州ハイランド活性化協議会『山都町巨樹調査票』
※その他　樹木医今村順次氏にご教示いただきました。

行 の お 知 ら せ度 日年 談28 相成平 政

　今年度の行政相談日の日程は下記のとおりです。行政に対する要望やご意見などございまし
たら、お気軽にご相談ください。
　相談は無料で、秘密は堅く守られます。

●日程
平成２８年１０月２５日（火）　　　　午前１０時～午後３時（行政相談週間中）
平成２８年１２月　２日（金）　　　　午前１０時～午後３時
平成２９年　２月１５日（水）　　　　午前１０時～午後３時

●行政相談委員　※行政相談委員は住民の皆様と役所のパイプ役となるものです。
矢部地区　　相談委員（澤　美江）　　　　場所：中央公民館
清和地区　　相談委員（寺崎俊一郎）　　　場所：清和支所
蘇陽地区　　相談委員（篠田眞由美）　　　場所：蘇陽支所

問い合わせ先：総務課　72-1111　　　　

山都警察署・署協議会だより 熊本県警のホームページ
http：//www.police.pref.kumamoto.jp/
管内の犯罪・交通事故の発生状況、県警から
のお知らせ等が掲載中です。ＴＥＬ ７２－０１１０

犯罪・交通事故発生状況（山都町）

（　）内は平成２７年同時期の発生状況

事件・事故
刑法犯

人身交通事故

５件　（１件）

１件　（３件）

平成２８年４月中

　今回の熊本地震で被災されました皆様には、心からお見舞いを申し上げます。
　山都警察署協議会につきましては、皆様の安全・安心な日常生活が一日でも早
く戻りますよう、山都警察署と協力して、治安対策、防災対策に邁進してまいり
ます。

１　災害への備えは大丈夫ですか？
⑴　災害から「命」を守るために
　今回の熊本地震により、山都町内の地盤についても地割れや地盤沈下など大きな被害が発生しています。
その上で、梅雨期が到来するわけですが、近年の梅雨は、ゲリラ豪雨等の異常気象により、これまででは
考えられないような大規模な災害が、いつ私たちが住む地域で発生してもおかしくありません。
　災害から「命」を守るためには、災害に関する正しい知識を身につけるとともに、日頃の備えや避難要領
の確認等をして、起こりうる災害に備えましょう。
⑵　予防的避難の重要性
　予防的避難で重要なことは、「空振りをおそれず避難する
こと」です。
　このくらいなら大丈夫だろうと安全を過信することなく、
危険が迫る前の明るい時間帯の避難を心掛けましょう。

２　大雨時における災害と対策
⑴　土砂災害～土石流・崖崩れ・地すべり～
　土砂災害には様々な前兆現象がありますので、安易
な判断をせず、状況に応じて行動してください。
⑵　風水害～河川の氾濫・道路の冠水～
ア　河川の氾濫・洪水
　川幅の狭い河川では、河原などで急激に増水する
可能性があります。
　また、下流域が小雨などであっても、上流域で大
雨が降っている場合には、下流域で急激に増水する
可能性がありますので十分な注意が必要です。
イ　冠水
　アンダーパス（地下道等）では、入口は冠水が浅くても、内部の低いところでは、深い冠水となってい
る場合があります。自動車であっても冠水箇所への進入は避けましょう。

３　災害に対する日ごろの備えを！
　　～あなたは大丈夫？
⑴　災害時の必需品
　各家庭でそれぞれ異なると思い
ますが、おおむね右図のようなも
のが災害時の必需品として挙げら
れます。
⑵　防災情報の入手
　最新かつ正確な防災情報を入手
することで、現状把握や危険予知、
避難時期等を適切判断する一つの
材料となります。

常に災害への備えを自分自身でイメージ
しておきましょう！

裏の山が崩れるかも
しれないので、

早めに側に避難しよう！

夜に避難すると
危ないから、明るいうちに
避難しておこう！

もし、大雨が降ったら
この川は増水するかも
しれないので

こうやって避難しよう！

地すべり
危険箇所急傾斜地崩壊危険箇所

土石流危険渓流
（山間や谷の出口、河川の上流部）

崖崩れ

土石流

山崩れ

地すべり

災害時の必需品
□ 貴重品～現金、通帳、印鑑、健康保険証、免許証など
□ 非常食等～レトルト食品、缶詰、ミネラルウォーターなど
□ 携帯ラジオ、懐中電灯、携帯電話等の充電器材など
□ 電池、ライター、固形燃料、ティッシュ、ラップ、ビニール袋など
□ その他～ヘルメット、簡易トイレ等防災用品、衣類、タオル、雨具など

※“非常持ち出し袋”を準備して、目に付きやすいところに置いて
　 おきましょう。
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期日前投票と不在者投票

期日前投票とは、投票日に仕事や旅行などで投票できない場合、

選挙公示日（告示日）の翌日から投票日の前日まで、市町村の

役所などで投票できる制度です。不在者投票とは、不在者投票

の手続きをすることで、選挙期間中に名簿登録地以外に滞在し

ている人や病院などに入院している人が投票できる制度です。

面倒だよねえ
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◆平成 26 年衆院選の年代別投票率
　（県内抽出調査による推計値）

熊本県選挙管理委員会
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若者と政治を結ぶ活動を行っているNPO法人ドットジェイピー
熊本支部に所属する大学生と共同で制作しました。
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身近にきっかけ
があればなあ

熊本県市町村広報担当者による合同特集 Kumamoto Prefecture Public Relations Associa
tion 合 同特 集
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NPO法人ドットジェイピー
若年投票率の向上を目的に活動する NPO法
人。熊本を含む全国 21 支部のエリアで、大
学生スタッフを中心に議員インターンシップ
や投票率アップを図る活動を行っている。
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　熊本地震により、本館・清和分館・蘇陽
分館とも図書の落下等の被害に遭いまし
た。余震の警戒のため２日間休館し、その
後、書架の整理を行いました。余震が続く
中、一部避難所への図書の貸し出しの支援
も行いました。

お問い合わせ　本館：73-1616　清和分館：82-3033　蘇陽分館：73-2755
火曜日～金曜日：午前10時～午後6時まで　土曜・日曜日：午前10時～午後5時まで
休館日　全館共通：月曜日・月末日・祝日・年末年始

★平成２８年７月の
   移動図書館車わくわく号運行予定★

※図書館利用者カードをお持ちの方は、貸出しに必要ですので必ずお持ちください。
※本をたくさん借りられる方はマイバッグの持参にご協力ください。巡回場所での滞在時間は約30分です。
※貸出期間は１か月です。次に借りたい方がいらっしゃいますので、返却期限での返却にご協力ください。

蘇陽地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　  巡回場所・時間
7月6日(水）  蘇陽南小学校（午後1時20分～）　馬見原保育園（午後1時30分～）　菅尾保育園（午後2時15分～）
　　　　　     二瀬本保育園（午後2時45分～）　蘇陽キッズ（午後3時30分～）
7月7日（木）  おおのまなび舎CAFÉ（午前10時30分～）　ブルーベリーの家（午前11時～）　
　　　　　     蘇陽支所（午後0時30分～）　蘇陽中学校（午後1時～）　そよ風の里ほたる（午後2時～）　
　　　　　    蘇望苑（午後2時45分～）　はあとふる（午後3時30分～）
7月8日（金）  スクランブル（午前10時30分～）　二瀬本コミュニティセンター（午前11時～）　
　　　　　     花上多目的集会所（午後0時30分～）　蘇陽小学校（午後1時10分～）　興梠商店・上差尾（午後1時55分～）　
　　　　　　  菅尾コミュニティセンター（午後2時30分～）   まこと薬局駐車場（午後3時～）

清和地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　  巡回場所・時間
7月12日（火）  小峰保育園（午前10時～）　緑川簡易郵便局（午前10時40分～）　清和支所（午後0時30分～）
　　　　　　　清和中学校（午後1時10分～）　大川保育園（午後1時30分～）　　清和学童（午後3時～）
7月13日（水） 山都消防署（午前10時～）　井無田公民館（午前10時30分～）　井無田診療所横（午前11時～）　
　　　　　　　原尻公民館（午前11時30分～）　清和小学校（午後1時～）　支援ハウス（午後1時40分～）　市野原（午後2時～）

矢部地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　  巡回場所・時間
7月20日（水）  金内公民館（午前9時45分～）　こころ（午前10時30分～）　島木のお店（午前11時～）
　　　　　　 矢部中学校（午後1時15分～）　白小野（午後2時～）　さくらんぼ愛園（午後2時30分～）　大地（午後3時～）
7月21日（木）  御所保育園（午前9時40分～）　稲生野（午前10時15分～）　山風華（午前10時45分～）
　　　　　　 山都町役場（午後0時30分～）　あおぞら（午後1時35分～）　富士ラーメン（午後2時～）
7月22日（金）  風ノ木（午前10時～） 　　 浜美荘（午前10時35分～）　    千寿苑（午後0時30分～）
　　　　　　  大矢荘（午後1時15分～）　光露館（午後1時40分～）　　   彩雲苑・すみれ（午後2時～）

　4月14日の「熊本地震」により、被災された皆様に心よりお見舞い申し
上げます。また、一日も早い復興に向けて、私たち一人ひとりが何ができ
るのか、図書館活動を通して考察し、取り組んでいきたいと思っておりま
す。まずは、「防災」についてわかりやすく説明されている本を紹介いたし
ます。「こんな時どうしたらいいの？」そんな疑問を感じたら、図書館にお
越しください。こちらで紹介した以外の本も、各館にて「防災コーナー」を
設置して、幅広く紹介しています。

　山都町立図書館は、たくさんのボランティアの皆さんの活躍に支えられて、図書活動を
行っています。このコーナーでは、大変お世話になっている図書館ボランティアの皆さん
をご紹介します。

Ｑ．ボランティアをしていて楽しい事はどんなことですか？
Ａ．月一回の地域の皆さんとの笑顔の交流が励みになっています！

「クロワッサン特別編集　女性目線で徹底的に考えた防災BOOK」　マガジンハウス

図書館整理状況熊本地震の被害状況（本館）

「被災ママ812 人が作った子連れ防災手帖」　つながる .com　KADOKAWA

「クレヨンしんちゃんの防災コミック　地震だ！その時オラがひとりだったら」
永田宏和監修　臼井儀人キャラクター原案　双葉社

「災害支援手帖」　萩上チキ　木楽舎

「いぬとわたしの防災ハンドブック」　
いぬの防災を考える会　パルコエンタテイメント事業部

「地震イツモノート―阪神・淡路大震災の被災者167人に聞いたキモチの防災マニュアル」
地震イツモプリジェクト　ポプラ社
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お茶の手もみ体験

清和小学校の５・６年生

まちの話題
　3月30日、潤徳小学校の敷地内にある学童保育どん
ぐり楽校が白糸地区の下田さん宅において、五感を働
かせる事で、電気が使えなくても生きる力などを身につ
けることを目的に自給自足体験が行われました。
　米や水の分量を手の指や腕を使い量り、近くで燃え
るものを探し、火をおこして釜でご飯を炊いていました。
釜でご飯を炊いている時も子どもたちは、火の様子、音
やにおいを感じていました。炊き上がるまでの時間を利
用し、食べられる野草と食べられない野草または効能
を学びながら採取していました。採取した野草は味付
けし、おかずにしていました。
　ご飯が炊き上がると、大きな声で「いただきまーす！」と
元気よく食べていました。子どもたちは「ごはんが甘
い！」、「おこげのいいにおい！」など自分たちの力で炊き
上げたご飯に、大満足の様子でした。

　5月1日、小一領神社で山都町茶振興会による献茶祭がとり
行われました。献茶祭はその年のお茶の豊作や、全国茶品評
会での好成績の祈願をしました。
　藤原会長は「被災された方へお見舞い申し上げます。自身の
茶園も地割れができ、大変な状況です。しかし、被災生活をされ
ている農家の方は、精力を出せない状況でもっと大変な思いを
されているかと思います。くれぐれもケガには注意し、復興に向
け頑張っていただきたい。」と話をされました。

　5月8日、原地区公民館で仲町商店街による原地区
激励バーベキュー大会が行われました。
　これは、仲町商店街の皆さんが被害の大きかった
原地区のみなさんに少しでも心のリフレッシュができ
ればと開催されました。
　当日は仲町商店街のスタッフ約22名、原地区のみ
なさんが約55名集まり、地震の日のこと、避難所生活
のこと、これからのことなど話し過ごされました。
 仲町商店街の飯星会長は「バーベキュー後のみなさ
んの声が明るく大きくなっていたので本当に良かっ
た。」とおっしゃいました。
　激励会の終わりには、原地区のみなさんがスタッフ
の方へ「本当にありがとうございました。」、スタッフ
のみなさんは「がんばってください。」とあたたかい
言葉が交されました。

新茶でホッとひといき

献茶祭

　5月1日に中島の製茶工場前でお茶の普及のために
お茶フェスが開催されました。お茶フェスは今回で4回
目の実施になります。
　今年も新茶が提供され、手作りの天ぷらやゼリーな
どたくさんの料理が振舞われました。来られた皆さんは
お茶と手料理にホッと一息されていました。

お茶フェス
　5月22日、道の駅通潤橋前で新茶祭りが開催され
ました。通潤橋前広場では今年できた新茶の販売
やお茶の手もみ体験にたくさんのお店が並びとても
にぎわいを見せていました。
　ほかにもステージイベントや利き茶体験などが行
われ、大変盛り上がりました。

新茶祭り

心のリフレッシュになれば 自給自足体験

　5月2日から国道218号線から清和小学校を見ると
校舎2階に「復興支援お疲れ様ですありがとう！」
とメッセージが掲げられています。
　これは6年生の児童が呼びかけ、校舎にメッ
セージを掲げることになり、5・6年生26名で作成
しました。
　清和小学校からは国道218号線を通る復興支援
と書かれたトラックや自衛隊車両がよく見え、日頃
から手を振ったり、「ありがとう！」と言葉を送った
りしています。
　児童からは「自分たちにできることをしたかった
からできてよかった。」との声がありました。

自分たちにできることを

　5月13日、馬見原東部老人会と蘇陽南小学校の児
童で田植え体験が行われました。世代間交流の一
環として毎年実施されており、今年は5年生12名が
馬見原地区の田んぼを借りてもち米を植えました。
はじめは慣れない手つきで田植えをしていました
が、時間が経つにつれて上手に植え終わりました。
児童からは「今年はかかしをつくりたい！」と希望
があり、田んぼに設置する計画もできました。
　馬見原東部老人会の田中会長は「目標は籾で7斗
は収穫したい。」と収穫に向け、意気込まれました。

目標は籾で７斗
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犬を飼っている皆さまへ
　犬の飼い方に関する苦情が多く寄せられています。
　飼い犬が他の人に危害を加えたり、損害を与えたりすると、
飼い主が罪に問われる場合があります。「うちの犬は大丈夫」
と油断することなく、日ごろから飼い犬の
適正な飼育を心がけてください。

家庭では
　犬の放し飼いは禁止されてい
ます。
　家の敷地内であっても、来訪者
に飛びかかったりすると危険で
すので、リード等でつないでおく
か柵で囲うようにしてください。
また、飼い犬が無駄に吠えると
近所迷惑になりますので、適切な
「しつけ」も行ってください。

狂犬病予防注射
　５月に狂犬病予防集合注
射を実施しましたが、注射を
受け忘れた方は、10月にも実
施しますので忘れずに注射
を受けさせてください。

問い合わせ先
環境水道課　７２－４００２

飼い犬の登録を
　犬を飼う場合は、町への登録が
必要です。新しく犬を飼う場合や、
転入・転出があった場合も登録が
必要になります。また、犬が死亡し
た場合や、飼い主が変わった場合
も必ず届出を行ってください。

散歩のときは
　犬の動きが制御できるように、
必ずリード等でつないで散歩させ
てください。散歩中に犬を放すと、
道路に飛び出したり他の人や犬に
飛びかかったりして、大変危険で
す。また、犬のフンを放置すると、
不衛生なだけでなく近所迷惑にな
りますので、持ち帰って処分する
ようにしてください。

犬がいなくなったら
　飼い犬がいなくなった場合は、
役場や保健所で保護している場
合がありますので、すぐに役場へ
連絡をしてください。

　この度の「熊本地震」で山都町においても家屋の損壊、道路の決壊、がけ崩れなど甚大な被害があり
ました。国の重要文化財「通潤橋」も送水管の漏水により観光放水の休止を余儀なくされています。
　本町においても全力で復興に向けて取り組んでいきますので、「ふるさと応援団」としてみなさまの
あたたかいご支援をよろしくお願いします。

お申込み方法
①　熊本県山都町　ふるさと納税申込フォームから申し込む方法
　山都町ホームページ「ふるさと納税」から外部リンクのふるさと納税ポータルサイト「ふるさとチョ
イス」へ移動、必要事項をご入力のうえ、お申し込みください。

②　申込書の送付による方法
　山都町ホームページからダウンロードまたは、電話・メール・ＦＡＸで申込書を取得し、必要事項
をご記入のうえ、お申し込みください。

※詳しくおたずねになりたい方は、下記までお気軽にお問い合わせください。

　　【送付先・問い合わせ先】

　　　〒861-3592　熊本県上益城郡山都町浜町6番地
　　　山都町役場　山の都創造課　山の都づくり推進室
　　　TEL：0967-72-1158（直通）　FAX：0967-72-1080
　　　E-mail：shokan@town.kumamoto-yamato.lg.jp　　　　　　　（山都町ＨＰ）

　　  ふるさと納税にご協力ください。

熊本県内の住民票のある市町村から他の市町村へ
避難されているみなさまへ

　平成28年熊本地震に伴い、熊本県及び県内の各市町村において避難されたみなさまの把握を行ってい
ますが、困難な状況です。
　被災者台帳や各種手続きにおいて必要な避難先等の情報をみなさまの住民票のある市町村へご連絡を
行ってください。
　ご理解とご協力お願いします。

　次のことを連絡してください。
①氏名（通称を住民票に記載されている外国人住民の方は氏名も一緒にお伝えください。）、生年月日
②住民票に記載されている（避難元）住所
③避難先の所在地および連絡先（電話番号等）
※同一世帯員も避難している場合はその方の氏名等もお伝えください。

　避難先が変わられたときもご連絡をお願いします。

市町村の連絡窓口一覧
熊 本 市 生活再建支援課 096-328-2979 産 山 村 総務課 0967-25-2211
八 代 市 危機管理課 0965-33-4112 高 森 町 総務課 0967-62-1111
人 吉 市 防災安全課 0966-22-2111 南阿蘇村 住民福祉課 0967-62-9195
荒 尾 市 くらしいきいき課 0968-63-1395 西 原 村 住民課 096-279-3111
水 俣 市 危機管理防災課 0966-22-2111 上益城郡
玉 名 市 総合福祉課 0968-75-1121 御 船 町 総務課 096-282-1111
天 草 市 防災危機管理課 0969-23-1111 嘉 島 町 町民課 096-237-1111
山 鹿 市 防災対策課 0968-43-1113 益 城 町 総務課 096-286-3111
菊 池 市 市長公室 0968-25-7252 甲 佐 町 くらし安全推進室 096-234-1167
宇 土 市 危機管理課 0964-22-1111 山 都 町 健康福祉課 0967-72-1229
上天草市 福祉課 0969-28-3381 八　代　郡
宇 城 市 市民課 0964-32-1111 氷 川 町 総務課 0965-52-7111
阿 蘇 市 総務課（防災対策室） 0967-22-3111 葦　北　郡
合 志 市 総務課（防災対策室） 096-248-1112 芦 北 町 総務課（防災交通係） 0966-82-2511
下益城郡 津奈木町 総務課 0966-78-3111
美 里 町 総務課（防災交通係） 0964-46-2111 球　磨　郡
玉　名　郡 錦 町 総務課 0966-38-1111
玉 東 町 町民福祉課 0968-85-3183 あさぎり町 総務課 0966-45-1111
和 水 町 健康福祉課 0968-86-5724 多良木町 総務課 0966-42-6111
南 関 町 総務課 0968-57-8500 湯 前 町 総務課 0966-43-1111
長 洲 町 福祉保健介護課 0968-78-3135 水 上 村 総務課 0966-44-0311
菊　池　郡 相 良 村 総務課 0966-35-0211
大 津 町 総務課 096-293-3111 五 木 村 総務課 0966-37-2211
菊 陽 町 福祉課 096-232-4913 山 江 村 総務課 0966-23-3111
阿　蘇　郡 球 磨 村 総務課 0966-32-1111
南小国町 総務課 0967-42-1112 天　草　郡
小 国 町 福祉課 0967-46-2116 苓 北 町 総務課 0969-35-1111

避難者 住民票のある市町村
電話で連絡
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山地災害防止キャンペーン実施中山地災害防止キャンペーン実施中キャンペーン標語：「養おう　山の異変に　気づく目を」
　　　　　期間：平成28年５月20日（金）～平成28年６月30日（木）

　山崩れが起こる場所、危険箇所をよく注意してみると、危険信号と思われる変化が現れる場所が
多くあります。普段から注意して見ておきましょう。
　また、避難場所、避難経路についても日頃から家族や地域ぐるみで確認し合うとともに、降雨時
にはテレビなどの気象情報に十分注意を払いましょう。
　上記の危険信号を感じたら、すぐに避難してください。災害が起こったら、農林振興課または熊
本県上益城地域振興局林務課まで連絡してください。

〔連絡先〕　　農林振興課　　　　　　　　　　　　TEL 72-1136
　　　　　　熊本県上益城地域振興局林務課　　　TEL 096-282-0333

～普段から、いざという時のために～
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ペットボトルの出し方

ペットボトルは大切な資源ですペットボトルは大切な資源です
分別収集にご協力ください分別収集にご協力ください

再利用するには、きちんと分別していただくことが大切です
　山都町では、ペットボトルの分別収集を実施しています。町民の皆様のご協力により、適正にリサイ
クルすることができていますが、まだまだ分別されずに「燃えるごみ」に入っているペットボトルや異
物が混入しているペットボトルが見受けられます。
　貴重な資源を有効に利用するために、適切な分別へのご協力をお願いします。

◎対象となるもの
　プラスチックボトルでラベルに　　　　が表示されたものに限ります。

ウエス【古着】の回収について
　昨年より古着の再利用（リサイクル）の取り組みを試験的に行っておりますのでご協力をお願いします。
　リサイクルを行うものについては、大変お手数ですが小峰クリーンセンターへの個人持込みとなりま
すのでご了承ください。

注意していただくこと
○　古着のリサイクル品は、個人または共同で小峰クリーンセンターへ持ち込んでください。
○　持ち込まれる時は必ず小峰クリーンセンターに電話をし、日程を調整してください。
　　（土・日・祭日・年末年始・水曜日を除く）
○　持ち込めるものと、持ち込めないものがありますので、必ず確認し透明の袋に入れて出してくだ
さい。

※以下のものは、「燃えるごみ」として出してください。
　・工作などをして、切り込みや切断面などがあるペットボトル
　・マジックなどで塗料が付着したペットボトル
　・ガムテープやビニールテープなどが付着したペットボトル
　・著しく汚れているペットボトル　②
　・たばこなど異物が入っているペットボトル　①

キャップとラベルをはずし、中をすすいでから、透明袋に入れて出してください。

①　キャップとラベルをはずす

※キャップとラベルは
「燃えるごみ」へ
※キャップとラベルを
はずしていないもの
は、収集しませんの
で、必ずはずしてくだ
さい。

②　中をすすぐ

③　透明袋に入れて
　　缶・ペットの日に出す

問い合わせ先　　　○小峰クリーンセンター　　　☎８２－３２９７
　　　　　　　　　○環境水道課　　　　　　　　☎７２－４００２

問い合わせ先　　　○小峰クリーンセンター　　　☎８２－３２９７
　　　　　　　　　○環境水道課　　　　　　　　☎７２－４００２

ウエス（古着）として搬入できるものウエス（古着）として搬入できるもの
【資源として再利用できるもの】【資源として再利用できるもの】

〈直接小峰クリーンセンターに搬入してください〉

ジーンズ
ジーンズ・ジージャン

つなぎ
オーバーオール
など

紳士服
スーツ・ジャケット・トレーナー
コート・ジャンパー・ジャージ

カジュアルパンツ
ネクタイ・シャツ
Ｔシャツ・Ｙシャツ
ニット・下着　など

ベビー・子供服

トレーナー・シャツ・スカート
ズボン・ジャンバー・ブレザー
パジャマ・オーバーオール
ベスト・下着・肌着

など

大物
毛布
カーテン
タオルケット
など

婦人服
ブラウス・パンツ・コート
スーツ・スカート・ジャケット
ニット・セーター
トップス・ブルゾン
ワンピース・シャツ
Ｔシャツ・パーカー
下着　など

搬入できないもの【資源として再利用できないもの】搬入できないもの【資源として再利用できないもの】
作業服・制服・布団・ジュータン・ぬいぐるみ作業服・制服・布団・ジュータン・ぬいぐるみ

油汚れしているもの油汚れしているもの
カビ・水濡れしているものカビ・水濡れしているもの

汚れ・破れ・傷みのひどいもの汚れ・破れ・傷みのひどいもの
その他、資源として再利用できないものその他、資源として再利用できないもの
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「
金
婚
夫
婦
表
彰
」
に
つ
い
て

　

熊
本
日
日
新
聞
社
主
催
の
「
金
婚
夫
婦
表

彰
」
の
対
象
者
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
昭
和
41
年
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
結
婚
さ
れ
た
夫
婦
の
方
が
、

対
象
で
す
。

　

該
当
さ
れ
る
ご
夫
婦
は
、
区
長
、
組
長
又

は
世
話
係
へ
６
月
30
日
㈭
ま
で
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
金
婚
夫
婦
表
彰
式
を
９
月
15
日
㈭
、

千
寿
苑
に
て
開
催
予
定
で
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
総
務
課
総
務
係
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
（
72

－

１
１
１
１
）

平
成
28
年
度
山
都
町
ま
ち
づ
く
り

事
業
補
助
金
事
業
を
募
集
し
ま
す

　

こ
の
事
業
は
、
住
民
の
主
体
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
支
援
す
る
た
め
に
、
そ
の
事
業
に
要
す
る

費
用
の
一
部
に
つ
い
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

【
ま
ち
づ
く
り
事
業
】

ア　

専
門
家
等
を
招
い
て
行
う
講
習
会
等

イ　

広
く
一
般
の
者
が
参
加
で
き
る
講
演
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

ウ　

地
場
産
品
の
販
路
拡
大
を
図
る
事
業

エ　

イ
ベ
ン
ト
・
交
流
事
業　

な
ど

▼
補
助
金
交
付
決
定
対
象

主
た
る
活
動
の
場
が
町
内
で
あ
る
構
成
員
が

５
人
以
上
の
団
体 お

し
ら
せ
版

▼
限
度
額

５
万
円
以
上
50
万
円
ま
で

▼
補
助
率

４
分
の
３
以
内
（
千
円
未
満
切
捨
て
）

【
研
修
事
業
】

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
住
民
自
ら
が
企
画
す

る
研
修

▼
補
助
金
交
付
決
定
対
象

主
た
る
活
動
の
場
が
町
内
で
あ
る
構
成
員
が

５
人
以
上
の
団
体
及
び
山
都
町
民
個
人

▼
限
度
額

１
人
あ
た
り
１
万
円
以
上
10
万
円
ま
で

１
団
体
５
人
ま
で

▼
補
助
率

３
分
の
２
以
内
（
千
円
未
満
切
捨
て
）

▼
注
意
事
項

営
利
を
目
的
と
し
た
団
体
、
宗
教
・
政
治
活

動
を
目
的
と
し
た
団
体
等
お
よ
び
別
途
補
助

金
を
受
け
て
い
る
自
治
振
興
区
な
ど
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

※
補
助
金
は
、
町
の
予
算
の
範
囲
内
で
交
付
し

ま
す
。

【
申
請
方
法
等
】

▼
募
集
期
間　
　

 

６
月
13
日
㈪
〜
７
月
１
日
㈮

▼
申
請
書
類　

補
助
金
交
付
申
請
書
、
事
業
（
研
修
）
計
画

書
、
収
支
予
算
書
、
団
体
の
規
約
ま
た
は
団

体
調
書
そ
の
他
、
町
が
必
要
と
認
め
る
書
類

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

企
画
政
策
課
（
72

－

１
２
１
４
）

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

職

業

訓

練

生

募

集

　

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
業
務

で
必
要
な
パ
ソ
コ
ン
技
術
を
取
得
し
、
ワ
ー

プ
ロ
や
表
計
算
の
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

社
会
人
基
礎
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

を
身
に
つ
け
る
た
め
に
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

▼
受
講
対
象

身
体
障
が
い
の
う
ち
上
肢
障
が
い
、
精
神

障
が
い
、
難
病
、
高
次
脳
機
能
障
が
い

▼
定
員　

７
名

▼
募
集
期
間

６
月
13
日
㈪
か
ら
７
月
29
日
㈮

▼
訓
練
期
間

９
月
１
日
㈭
か
ら
11
月
30
日
㈬

▼
場
所

一
般
財
団
法
人
キ
ャ
リ
ア
・
カ
レ
ッ
ジ

（
熊
本
市
中
央
区
帯
山
２
丁
目
12
―
26
）

▼
経
費

テ
キ
ス
ト
代　

５
，
４
０
０
円
（
税
別
）

程
度

▼
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

（
０
９
６

－

３
７
８

－

０
１
２
１
）

税
務
職
員
採
用
試
験
受
験
者
募
集

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国
税
局
で

は
、
税
務
職
員
採
用
試
験
の
受
験
者
を
募
集

し
ま
す
。

▼
試
験
の
程
度

　

高
校
卒
業
程
度

▼
第
１
次
試
験

　

９
月
４
日
㈰

▼
申
込
方
法
お
よ
び
申
込
受
付
期
間

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み
（
原
則
）

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
「
採
用
情

報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
間
は
、
６
月
20
日
㈪
午
前
９

時
か
ら
６
月
29
日
㈬
ま
で
（
受
信
有
効
）

▽
郵
送
又
は
持
参
に
よ
る
申
込
み
（
※
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み
が
で
き
な
い

場
合
に
限
り
ま
す
。）

申
込
先
は
、
希
望
す
る
第
１
次
試
験
地
に

対
応
す
る
人
事
院
各
地
方
事
務
局
と
な
り

ま
す
。

申
込
用
紙
は
、
人
事
院
地
方
事
務
局
、
国

税
局
及
び
最
寄
り
の
税
務
署
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。

申
込
受
付
期
間
は
、
６
月
20
日
㈪
か
ら
６

月
22
日
㈬
ま
で
（
22
日
㈬
ま
で
の
通
信
日

付
印
有
効
。）
※
申
込
受
付
期
間
が
短
く

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

試
験
に
関
す
る
詳
し
い
情
報
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
こ
ろ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

人
事
院
九
州
事
務
局

（
０
９
２

－

４
３
１

－

７
７
３
３
）

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

（
０
９
６

－

３
５
４

－

６
１
７
１
）

熊
本
東
税
務
署

（
０
９
６

－

３
６
９

－

５
５
６
６
）

※
自
動
音
声
案
内

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
受
講
生
募
集

　

町
で
は
「
高
齢
者
の
尊
厳
が
守
ら
れ
、
自

立
し
た
生
活
を
家
族
及
び
周
囲
な
ど
地
域
社

会
全
体
で
共
に
支
え
ら
れ
る
ま
ち
」
を
目
指

し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
ば
か
り
で
は
な

く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る
地
域
で
の

自
主
的
な
活
動
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う

体
制
づ
く
り
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
講
座
で
は
、
ご
自
身
の
健
康
づ
く
り
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
今
後
の
地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く

り
の
た
め
に
受
講
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。

▼
対
象　

町
内
在
住
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
介
護
予
防

等
に
関
心
の
あ
る
方
。

※
原
則
と
し
て
全
日
程
に
参
加
可
能
な
方
。

▼
申
込
期
間

６
月
30
日
㈭
ま
で

▼
定
員

30
人
（
先
着
順
）

募

集

▼
参
加
料　

無
料

▼
講
座
日
程

７
月
12
日
㈫
、７
月
26
日
㈫
、８
月
９
日
㈫
、

８
月
23
日
㈫
、９
月
13
日
㈫
、９
月
27
日
㈫
、

10
月
11
日
㈫
、10
月
25
日
㈫
、11
月
８
日
㈫
、

11
月
22
日
㈫

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分

ま
で

▼
講
座
内
容

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
義
・
サ
ロ
ン
活
動
・

介
護
予
防
に
つ
い
て
の
講
話
、
実
技
等

▼
開
催
場
所

清
和
山
村
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
９
５
）

年
金
相
談
日
の
お
知
ら
せ

　

７
月
の
年
金
相
談
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
日
時

　

７
月
８
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所

　

山
都
町
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
年
金
事
務
所

　
（
０
９
６

－

３
６
７

－

２
５
０
３
）

　

健
康
福
祉
課
（
72

－
１
２
２
９
）

熊
本
地
震
発
生
に
よ
る

水
道
料
金
の
減
免
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
り
、
長
期
に
わ

た
る
断
水
や
水
圧
低
下
、
濁
水
等
が
発
生
し
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
。

　

水
道
料
金
の
減
免
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次

の
と
お
り
対
応
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
内
容

水
道
管
破
損
に
よ
り
増
加
し
た
使
用
水
量

を
前
２
ヵ
月
（
２
〜
３
月
分
）
の
平
均
使

用
水
量
に
減
量
し
ま
す
。

▼
必
要
書
類

▽
修
繕
工
事
領
収
書
、
写
真
な
ど　

▽
運
転
免
許
証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等

本
人
が
確
認
で
き
る
書
類

▽
印
鑑

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

環
境
水
道
課
（
72

－

４
０
０
２
）

清
和
支
所
農
林
建
設
水
道
係

（
82

－

２
１
１
１
）

蘇
陽
支
所
農
林
建
設
水
道
係

（
83

－

１
１
１
１
）

児
童
手
当
現
況
届
は
６
月
中
に
！

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
す
べ
て

の
方
は
、
毎
年
６
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況

届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
に
お
け
る
状
況
を

記
載
し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要

件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

届
出
が
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
現
在
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

は
、
６
月
上
旬
に
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

▼
必
要
な
添
付
書
類

▽
受
給
者
（
保
護
者
）
と
子
ど
も
の
保
険
証

の
写
し

▽
児
童
と
別
居
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の

児
童
の
世
帯
全
員
の
住
民
票
及
び
生
計
同

一
申
立
書

▽
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る
書
類

が
あ
り
ま
す
。

▼
手
続
・
問
い
合
わ
せ
先　

「
矢
部
地
区
」

健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）

「
清
和
地
区
」

清
和
支
所
健
康
福
祉
係
（
82

－

２
１
１
１
）

「
蘇
陽
地
区
」

蘇
陽
支
所
健
康
福
祉
係
（
83

－

１
１
１
１
）

自
動
車
税
の
納
期
変
更
の
お
知
ら
せ

　

熊
本
県
で
は
、
平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ

る
被
災
状
況
に
鑑
み
、
自
動
車
税
の
納
期
を

「
５
月
」
か
ら
「
８
月
」
に
変
更
し
ま
す
。

▼
対
象
者

熊
本
県
を
主
た
る
定
置
場
と
す
る
自
動
車

の
所
有
者
。

※
一
般
に
熊
本
、
ま
た
は
熊
か
ら
始
ま
る
ナ

ン
バ
ー
の
自
動
車
で
す
。

※
軽
自
動
車
等
は
除
き
ま
す
。

▼
納
期
変
更　

変
更
前　

５
月
１
日
㈰
〜
５
月
31
日
㈫

変
更
後　

８
月
１
日
㈪
〜
８
月
31
日
㈬

▼
注
意
事
項

▽
納
税
証
明
書
（
継
続
検
査
用
）
の
取
扱
い

平
成
27
年
度
自
動
車
税
の
納
税
証
明
書（
継

続
検
査
用
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
８

月
30
日
（
口
座
振
替
分
に
つ
い
て
は
９
月

15
日
）
ま
で
引
き
続
き
使
用
可
能
と
し
ま

す
。
車
検
（
道
路
運
送
車
両
法
に
基
づ
く

継
続
検
査
）
を
受
け
る
場
合
に
は
、
現
在
、

お
持
ち
の
平
成
27
年
度
自
動
車
税
の
納
税

証
明
書
（
継
続
検
査
用
）
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

ま
た
、自
動
車
税
納
付
確
認
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

Ｎ
Ｋ
Ｓ
）
に
よ
る
運
輸
支
局
の
電
子
的
な

確
認
に
も
対
応
す
る
方
向
で
調
整
し
て
い

ま
す
。

▽
自
動
車
税
減
免
（
継
続
）
通
知
書
に
つ
い
て

身
体
障
が
い
者
等
の
方
に
、
例
年
５
月
上

旬
発
送
し
て
い
る
自
動
車
税
減
免
（
継
続
）

通
知
書
に
つ
い
て
も
、
納
期
の
変
更
に
伴

い
８
月
上
旬
の
発
送
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
庁
総
務
部

市
町
村･

税
務
局
税
務
課
課
税
班

（
０
９
６

－

３
３
３

－

２
１
０
０
）

全
国
一
斉
「
子
ど
も
１
１
０
番

強
化
週
間
」
に
つ
い
て

　

子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解

決
を
図
る
た
め
の
人
権
相
談
活
動
を
強
化
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の

人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時

６
月
27
日
㈪
か
ら
７
月
３
日
㈰
ま
で
の
７

日
間

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

※
７
月
２
日
㈯
及
び
３
日
㈰
に
お
い
て
は
、

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

▼
専
用
相
談
窓
口

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
ぜ
ろ
ぜ
ろ
な
な
の
ひ
ゃ
く
と

う
ば
ん
（
０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０
）

▼
相
談
担
当

　

人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員

▼
相
談
内
容

い
じ
め
、
暴
力
、
虐
待
、
体
罰
等
子
ど
も

を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

な
お
、
熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、
本
強
化

週
間
以
外
に
つ
い
て
も
、
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
、
専
用
電
話
相
談
で
相
談
で

き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
市
中
央
区
大
江
３
丁
目
１

－

53

熊
本
県
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
０
９
６

－

３
６
４

－

２
１
４
５
）

人
権
セ
ン
タ
ー
（
72

－

２
０
３
１
）

相

談

窓

口

お

知

ら

せ
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■５月号でお知らせしましたとおり、今回から医療費助成制度を３回にわけてご紹介します。
　今月は自立支援医療制度についてです。いずれも利用される際は役場の窓口に申請が必要です。

自立支援医療（更生医療）

　「自立支援医療（更生医療）」とは、身体障害者手帳を有している 18歳以上の方が、原因となる疾病が
治癒した後に残された機能障がいに対し、日常生活能力を回復、向上もしくは獲得（更生）させることを
目的として行なわれるリハビリテーション医療です。
・対象医療（主な治療例）

障がい区分 治　　　　　療　　　　　例

視覚障がい 水晶体摘出手術、網膜剥離手術、角膜移植術など

聴覚障がい 人工内耳埋込み術、穿孔閉鎖術、鼓室形成術など

言語障がい 外傷性（顎口蓋形成術・外傷性発音講語障がいの形成術など）、薬物療法など

肢体不自由 人工関節置換術、人工関節形成術、切断端形成術など

内部障がい 人工透析療法、ペースメーカ植込み術、経皮的冠動脈形成術、肝臓移植術など

自立支援医療（育成医療）

　「自立支援医療（育成医療）」とは、18歳未満の児童で、身体障害者福祉法に定める障がいと同じ程度
の障がいが有するか、現存する疾患が、これらを放置すると将来同法に定める障がいと同じ程度の障が
いを残すと認められる児童に対して、手術等により確実な治療効果が期待できる場合に、生活能力を得
るための医療をいいます。

自立支援医療（精神通院医療）

　「自立支援医療（精神通院医療）」とは、精神保健及び精神障害者福祉に関する法律に定める精神疾患
（てんかんを含む）を有する方が、通院による精神医療を継続的に要する程度の症状がある場合に受け
られる制度です。
★自立支援医療を利用すると、自己負担額が原則として医療費の１割負担となり、所得に応じて月の自
己負担上限額が決められています。

申請に必要なもの（詳しくはお問い合わせください。）

・各種申請書　・医師の意見書　・健康保険証　・市町村民税課税証明書（省略可の場合有）
・（年金受給者の場合）年金振込み通知書又は振込のあった通帳　・印鑑
・マイナンバー確認書類※　等

※平成28年１月より個人番号（マイナンバー）制度の利用開始にともない、申請書に個人番号の記入が
必要となります。
　申請時には個人番号カード又は通知カード＋本人確認書類（運転免許証、障害者手帳等）の提示を
お願いします。

☆次回は特定疾患に係る医療費助成制度について
　ご紹介します。

～申請および問い合わせ先～
　　健康福祉課　　　　　　　　72-1229
　　清和支所健康福祉係　　　　82-2111
　　蘇陽支所健康福祉係　　　　83-1111

平
成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―

活
動
調
査
の
延
期
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
６
月
１
日
を
基
準
日
に
平
成
28

年
経
済
セ
ン
サ
ス
―
活
動
調
査
を
実
施
予
定

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
28
年
熊
本
地
震

の
被
害
状
況
を
踏
ま
え
、
山
都
町
の
本
調
査

を
延
期
し
ま
す
。

　

今
後
の
調
査
実
施
日
に
つ
い
て
は
、
未
定

で
す
の
で
、
事
業
所
の
み
な
さ
ま
に
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課
（
72

－

１
２
１
４
）

平
成
28
年
度
教
科
書
展
示
会

　

平
成
28
年
度
教
科
書
展
示
会
を
次
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
。

　

教
科
書
展
示
会
の
目
的
は
、
教
育
関
係
者

は
も
ち
ろ
ん
、
広
く
一
般
の
み
な
さ
ま
に
も
、

学
校
で
使
用
さ
れ
て
い
る
教
科
書
に
対
し
て

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
多
く

の
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼
会
場

矢
部
小
学
校
・
清
和
山
村
基
幹
集
落
セ
ン

タ
ー
・
蘇
陽
支
所

▼
日
時

６
月
17
日
㈮
〜
６
月
30
日
㈭

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
40
分

※
土
日
を
除
く

▼
展
示
教
科
書

平
成
29
年
度
使
用
の
見
本
（
小
学
校
・
中

学
校
用
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
（
72

－

０
４
４
３
）

狩

猟

免

許

試

験

　

狩
猟
免
許
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
上
益
城
地
域
振
興
局
林
務
課
ま
た
は
農

林
振
興
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
日
及
び
会
場

７
月
９
日
㈯　

球
磨
総
合
庁
舎

７
月
24
日
㈰　

県
林
業
研
究
指
導
所

８
月
６
日
㈯　

宇
城
総
合
庁
舎

８
月
27
日
㈯　

天
草
総
合
庁
舎

12
月
25
日
㈰　

県
庁
本
館

平
成
29
年
１
月
28
日
㈯　

県
庁
本
館

※
試
験
日
に
よ
っ
て
会
場
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
申
込
締
切
は
試
験
日
の
10
日

前
ま
で
で
す
。

※
申
込
締
切
日
も
し
く
は
締
切
前
日
に
熊
本
県

猟
友
会
主
催
の
初
心
者
講
習
も
あ
り
ま
す
。

▼
試
験
の
種
類

網
猟
免
許
、
わ
な
猟
免
許
、
第
一
種
銃
猟

免
許
、
第
二
種
銃
猟
免
許

▼
必
要
書
類

狩
猟
免
許
申
請
書
、写
真
、医
師
の
診
断
書
、

返
信
用
封
筒
、
収
入
証
紙

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
益
城
地
域
振
興
局
林
務
課

（
０
９
６

－

２
８
２

－

０
３
３
３
）

熊
本
県
猟
友
会

（
０
９
６

－

３
７
１

－

６
６
４
１
）

農
林
振
興
課
（
72

－

１
１
３
６
）

平
成
28
年
度
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

　

平
成
28
年
度
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
が
次

の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時

８
月
９
日
㈫
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

▼
場
所

東
海
大
学
付
属
熊
本
星
翔
高
等
学
校
（
熊

本
市
東
区
渡
鹿
９
丁
目
１
番
１
号
）

※
受
験
者
用
の
駐
車
場
は
な
い
た
め
、
試
験

当
日
は
公
共
交
通
機
関
等
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
試
験
の
種
類

試
験
は
、
次
の
種
類
に
分
け
て
実
施
し
、

受
験
者
は
、
そ
の
う
ち
一
種
類
を
選
択
す

る
も
の
と
す
る
。

⑴
一
般
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

⑵
農
業
用
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

⑶
特
定
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

▼
受
験
資
格

特
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
次

に
掲
げ
る
者
は
、
毒
物
劇
物
取
扱
責
任
者

と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▽
18
歳
未
満
の
者

▽
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
毒
物
劇
物
取

扱
責
任
者
の
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当

た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
お
よ
び
意
思

疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者

▽
麻
薬
、
大
麻
、
あ
へ
ん
ま
た
は
覚
せ
い
剤

の
中
毒
者

▽
毒
物
若
し
く
は
劇
物
ま
た
は
薬
事
に
関
す

る
罪
を
犯
し
、
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら

れ
、
そ
の
執
行
を
終
り
、
ま
た
は
執
行
を

受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算

し
て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

▼
試
験
の
方
法

試
験
は
、
試
験
の
種
類
ご
と
に
、
筆
記
試

験
お
よ
び
実
地
試
験
を
筆
記
に
よ
り
行
い

ま
す
。

▼
受
験
願
書
受
付
期
間

６
月
６
日
㈪
か
ら
６
月
17
日
㈮
ま
で
（
土

曜
日
及
び
日
曜
日
を
除
く
。）
の
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
。

た
だ
し
、
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
６
月
６

日
㈪
か
ら
６
月
17
日
㈮
ま
で
の
間
の
消
印

が
あ
る
も
の
を
有
効
と
す
る
。

▼
受
験
願
書
請
求
お
よ
び
提
出
先

熊
本
県
健
康
福
祉
部
健
康
局
薬
務
衛
生
課

又
は
各
地
域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部
衛

生
環
境
課
（
保
健
所
衛
生
環
境
課
）

（
※
受
験
願
書
は
熊
本
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

▼
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
健
康
福
祉
部
健
康
局
薬
務
衛
生
課

（
０
９
６

－

３
３
３

－

２
２
４
２
）

環
境
水
道
課
（
72

－

４
０
０
２
）

６
月
は「
心
の
き
ず
な
を
深
め
る
月
間
」

　

皆
さ
ん
の
周
り
に
は
、
い
じ
め
や
仲
間
は

ず
し
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
「
い
じ
め
を
し
て
い
る
人
を
見
て
、
注
意

を
す
る
と
、
自
分
が
い
じ
め
や
仲
間
は
ず
し

を
さ
れ
る
か
ら
知
ら
な
い
振
り
を
し
て
お
こ

う
。」
と
、
黙
っ
て
見
て
い
る
人
も
、
い
じ
め

を
し
て
い
る
こ
と
と
同
じ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

い
じ
め
や
差
別
は
、
見
よ
う
と
す
る
心
が

な
け
れ
ば
見
え
て
き
ま
せ
ん
。

　

い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
の
立
場
に
立
っ
て
、

少
し
勇
気
を
出
し
て「
い
じ
め
を
や
め
よ
う
！

仲
間
は
ず
し
を
や
め
よ
う
！
」
と
言
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

い
じ
め
や
仲
間
は
ず
し
は
子
ど
も
達
の
こ

と
だ
け
で
は
な
く
、
大
人
社
会
の
中
に
も
あ

り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
周
り
を
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
職
場
や
地
域
の
中
で
も
話
し
合

い
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
温
か
い
輪
を
つ
な

ぎ
、
人
と
人
と
の
絆
を
深
め
て
い
く
こ
と
で
、

い
じ
め
が
起
こ
ら
な
い
、
心
の
居
場
所
と
な

る
学
校
、
家
庭
、
地
域
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

▼
相
談
窓
口
お
よ
び
時
間

▽
熊
本
県
24
時
間
子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
０
１
２
０

－

０

－

７
８
３
１
０
）

　

24
時
間

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
つ
な
が
り
ま

せ
ん
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

▽
熊
本
県
教
育
庁
義
務
教
育
課
内
相
談
電
話

（
０
９
６

－

３
８
１

－

８
０
０
０
）

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

▽
熊
本
い
の
ち
の
電
話

（
０
９
６

－

３
５
３

－
４
３
４
３
）

毎
月
10
日
の
年
中
無
休
24
時
間

▼
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
（
72

－

０
４
４
３
）

23 22広報やまと 2016. 6 月号 広報やまと 2016. 6 月号



すくすく育て

１歳 １歳

保健センターだより
　昨年度、８０２０達成者（80歳で自分の歯を 20本保っている）の調査をしました。昨年度
80歳をむかえられた方に、歯の保有状況をお尋ねし、該当する方には町内歯科医院で健診を受
けていただきました。その結果 34名の方が該当し、その中から 29名の方を、今回と次回の 2
回にわたりご紹介します。

　“８０２０達成者”のみなさんにインタビューをしました。

　みなさんも、“８０２０”を目指して、今からできるむし歯予防、歯周病予防に取り組みましょう。

歯が残せた理由は？

・歯磨きをする
・好き嫌いをせずに食べる
・歯医者に早めにかかる。定期的に行く。　など

自分の歯があることでよかったと思う点は？

・なんでもおいしく食べられる　
・固いものでも食べられる　　　　　など

25 24広報やまと 2016. 6 月号 広報やまと 2016. 6 月号



交
通
標
語

山都町観光案内所

☎72-1054

　ギャラリー喫茶
ルポン
（営）９：３０～１７：３０ 定休日：毎週水曜日、年末年始
　〒861-3513  熊本県上益城郡山都町下市１５８

『パッチワーク展』
出展者：村山律子
　山都町（矢部地区御所）出身で現在は八代市氷川町在住。

期　間：平成28年６月３日（金）
　　　　　～６月30日（木）午後15時まで

　タペストリーやバッグ、編みぐるみなど手作りのパッチ
ワーク作品を展示いたします。

前号の訂正とお詫び
　４月13日発行第133号の広報やまとおよび５月11日
発行第134号の広報やまとにおいて誤りがありました。
　関係各位には大変なご迷惑をおかけしました。お詫
びして訂正いたします。
○４月号　山都町医療機関マップ（16～17ページ）
　（誤）浜町歯科医院　診療時間13：00～18：00
　　　　　　　　　　水曜・土曜午前のみ
　（正）浜町歯科医院　診療時間13：00～18：30
　　　　　　　　　　土曜午前のみ
○５月号　山都町行事予定表
　（誤）６月12日　当番医 「高田整形外科」 7 2 - 1 0 0 7
　（正）６月12日　当番医 「そよう病院」 8 3 - 1 1 2 2

編 集 後 記
　平成 28 年熊本地震から約２ヵ月が経とうとしてい
ます。町内のイベントも行われるようになり、賑わい
を取り戻しつつあります。みなさんが少しでも元気に
なれるような広報やまとをつくりたいと思います。

（椎木）

山都町の人口
〔平成 28年５月 31日現在〕

男

女

計

世帯

７，６９３人

８，２８９人

１５，９８２人

６，６５２戸

（　３）

（－４）

（－１）

（　４）

※（　）は前月比

※最高齢は 107歳〔女性１人〕

※平成 28年５月の出生者数　 ７人

※平成 28年５月の死亡者数　29人

田
中 

邦
子
さ
ん
（
入
佐
）
作

大
西 

久
美
子

岩
永　

 

周
子

渡
辺　

 

勝
子

今
村　

 

芳
子

小
野　

 

紀
子

草
樹　
　

 

萌

山
下　

 

弘
子

藤
本 

千
代
美

木
下 

ス
エ
オ

中
村　

 

暢
子

田
中 

か
つ
み

菅　

 

清
次
郎

大
塚　

 

叢
司

藤
本　

 

於
蓮

山
本　

 

フ
サ

大
西
久
美
子

周
子

辺

勝
子

村

芳
子

野

紀
子萌

下

弘
子

藤

代
美

木
下
ス
エ
オ

中
村

暢
子

か
つ
み

菅

清
次
郎

叢
司

藤
本

於
蓮

山
本

フ
サ

と
び
だ
す
な　

と
ま
れ
み
ぎ
み
て　

ひ
だ
り
み
て

い
ち
む
ら　

そ
う
し
（
蘇
陽
小
学
校
）

よ
く
見
よ
う　

右
と
左
と　

し
ん
ご
う
き

い
い
ほ
し　

ひ
な
（
蘇
陽
小
学
校
）

わ
た
し
た
ち
の
人
権  

135

　

誰
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で

　

侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
当
然
の
権
利

　

こ
れ
が
『
人
権
』
で
す

〜
人
権
擁
護
委
員
は
人
権
問
題
に
係
る
相
談
相
手
で
す
〜

　

人
権
問
題
に
つ
い
て
の
身
近
な
相
談
相
手
と
な
る
「
人
権
擁
護
委
員
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

【
人
権
擁
護
委
員
】

　

人
権
擁
護
委
員
と
は
、
地
域
の
住

民
が
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ

た
り
、
地
方
法
務
局
の
人
権
相
談
所

や
町
の
公
共
施
設
等
で
皆
さ
ん
か
ら

人
権
相
談
を
受
け
る
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
広
く
社
会
の

実
情
に
通
じ
、
人
権
擁
護
に
つ
い
て

理
解
の
あ
る
人
を
町
が
推
薦
し
、
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
方
々
で
す
。

【
人
権
擁
護
委
員
の
活
動
】

１
．
常
設
ま
た
は
特
設
相
談
所
等
で
、

面
談
ま
た
は
電
話
に
よ
る
人
権
相

談
に
応
じ
ま
す
。

２
．
国
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識

を
高
め
る
た
め
、
様
々
な
人
権
啓

発
活
動
を
行
い
ま
す
。

３
．「
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
」
と
い
う

申
告
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
、
法
務

局
の
職
員
と
協
力
し
て
、
事
案
の

円
満
な
解
決
を
図
り
ま
す
。

【
山
都
町
人
権
擁
護
委
員
の
活
動
】

　

無
料
の
人
権
相
談
所
を
各
地
区（
旧

町
村
単
位
：
３
ケ
所
）
で
開
設
し
、

人
権
に
関
す
る
悩
み
を
お
持
ち
の
方

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

例
年
、
６
月
と
12
月
の
２
回
、
そ

れ
ぞ
れ
１
日
相
談
日
を
設
け
、
今
年

は
６
月
１
日
に
相
談
所
を
開
設
し
ま

し
た
。

　

次
は
、
12
月
に
各
地
区
で
相
談
所
を

開
設
予
定
で
、
日
程
な
ど
は
、
広
報
や

お
知
ら
せ
版
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

相
談
内
容
は
、
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
※
会
場　

矢
部
地
区
：
中
央
公
民
館
、

清
和
地
区
：
清
和
支
所
、
蘇
陽
地
区
：

蘇
陽
支
所
）

　

ま
た
、
12
月
の
人
権
旬
間
に
併
せ

て
「
人
権
パ
レ
ー
ド
」
を
行
う
な
ど
、

人
権
啓
発
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い

片山節子さん

上村正則さん

菅原健二さん

赤星光洋さん

矢部地区

～本町の７名の人権擁護委員を紹介します～

清和地区

蘇陽地区
吉田智美さん

工藤佐保子さん

渡邊加代子さん

ま
す
。

　

熊
本
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
が
主

催
す
る
「
上
益
城
人
権
フ
ェス
タ
」
で

は
、
上
益
城
郡
内
の
中
学
生
に
よ
る

人
権
作
文
発
表
会
や
、
人
権
に
関
す

る
願
い
事
を
紙
に
書
き
、
ツ
リ
ー
に
飾

る
「
人
権
ツ
リ
ー
」
な
ど
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
も
楽
し

め
る
啓
発
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。
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　〒 861-3518
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　（パソコンショップあひる倶楽部）

「私の一枚」作品募集
応募方法

【コメント】：水蓮の花は　朝　花を咲かせ　夕方にはつぼみに戻る

６月 ７月
8 水 蘇陽地区移動図書 １金 　

9 木 蘇陽地区移動図書　　 無料登記相談所／本庁 ２土 郡中学校総合体育大会／各会場

10金
蘇陽地区移動図書
乳幼児健診（4ヶ月、7ヶ月、1歳児）／千寿苑
年金相談日／高齢者生産活動センター ３日 伴病院／☎ 72-0029

郡中学校総合体育大会／各会場

11土 　 ４月 　

12日 そよう病院／☎ 83-1122 ５火 　

13月 　 ６水 蘇陽地区移動図書

14火 清和地区移動図書 ７木 蘇陽地区移動図書
乳幼児健診（１歳半、３歳）／千寿苑

15水 清和地区移動図書 ８金 音楽リズム遊び／千寿苑
蘇陽地区移動図書

16木 みんなで食事作り／つどいの広場シャベル
法律相談日／蘇陽支所 ９土 参議院議員通常選挙期日前・不在者投票（最終日）／本庁・各支所

17金 　 10日 野田医院／☎ 72-0307　 関西山都会／大阪市
参議院議員通常選挙投票日／各投票所

18土 子ども自転車大会／矢部小 11月 　

19日 高田整形外科／☎ 72-1007 12火 子育てサロン／清和保健センター
清和地区移動図書

20月 　 13水 広報やまと発行日
清和地区移動図書

21火 　 14木 みんなで食事作り／つどいの広場シャベル

22水 矢部地区移動図書
参議院議員通常選挙公示日 15金 乳幼児健診（4ヶ月、7ヶ月、1歳児）／千寿苑

23木 矢部地区移動図書
参議院議員通常選挙期日前・不在者投票（7月9日まで）／本庁・各支所 16土 山都町女性の会セミナー／清和集落センター

24金
矢部地区移動図書
乳幼児健診（4ヶ月、7ヶ月、1歳児）／清和保健センター
平成 28年度山都町茶品評会／蘇陽支所 17日 矢部広域病院／☎ 72-1121

25土 学童サッカー大会／各会場 18月 海の日

26日 坂本クリニック／☎ 72-0210 19火 　

27月 集合税（町県民税・固定資産税・国民健康保険税）1期口座振替日 20水 矢部地区移動図書

28火 子育てサロン／清和保健センター 21木 矢部地区移動図書

29水 　 22金 矢部地区移動図書

30木 集合税（町県民税・固定資産税・国民健康保険税）1期納期限 23土 矢部地区青少年健全育成町民会議推進大会／中央公民館

山都町行事予定表

（
当
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医
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（
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せ
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（
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ト
）　　

（
発
行
日
）

私の一枚

撮 影 者：藤本  義也
撮影場所：自宅の泉水


